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◇面積 53.15Ｋ㎡

◇大阪都心部まで電車で約20分

◇県外就業率全国2位
（市内就業者の3/4が市外で1/2が大阪）

◇人口・世帯数
性別 人数
男性 55,725人 女性 61,542人
人口計 117,267人
世帯数 51,561世帯

(令和5年11月1日時点）

◇自治会数 128
自治会加入率 75.34％

（令和5年4月1日時点）
生駒市公式プロモーションサイト「goodcycle ikoma」より
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プラスチック製容器包装の分別慫慂のチラシ（環境保全課 作成）



地域課題と住民ニーズが多様化

多様化する「地域課題」「住民ニーズ」に対応し、豊かに、楽しく安心し
た暮らしを形成するには、市民や事業者・地域団体、行政が連携して、

コミュニティを充実させることが重要

・子育てしやすい環境
・高齢者が活躍できる場づくり
・支え合いを楽しみながら行える場・機会づくり

・民間のバス路線維持
・たけまる号やデマンド交通の拡充
・歩いて行ける範囲で暮らせる地域づくり

・多様な働き方の支援
（テレワーク、起業、半農半X、地元雇用）
・地域産業振興、地域消費促進

課題
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策
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決
策
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決
策
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歩いていける“まちのえき” – 複合型コミュニティ–

「複合型コミュニティ（まちのえき）」づくり

日常的（定期的）に、地域内の歩いていける距離にある自治会館や公園を拠点として、地域住民が中
心となり、時には外部の支援者とも連携し、地域を楽しい場所とし、結果として地域課題の解決につな
がる福祉・環境・文化・地産地消などの新たな活動を既存の活動とを組み合わせ、また、支援する人とさ

れる人を固定せず、すべての人が役割を持ちながら、絶えずサービスが自立的に提供され、人的交流
が生まれるコミュニティをさす。
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近所の子どもや学生さん、子育て中の人やお年寄りまで、
みんなの「あったらいいな」が集まるその場所は、
まるで多くの人が行き交う「駅」のよう。

まちなかに行き先が増えると変わる、日々の暮らし。

ここでは、一人ひとりが暮らしを楽しむ主人公―。

近所の子どもや学生さん、子育て中の人やお年寄りまで、
みんなの「あったらいいな」が集まるその場所は、
まるで多くの人が行き交う「駅」のよう。

まちなかに行き先が増えると変わる、日々の暮らし。

ここでは、一人ひとりが暮らしを楽しむ主人公―。



まちのえきの実施状況

■運用開始からのながれ

・令和2年度から、複合型コミュニティ事業支援補助金運用開始
・現在14自治会が複合型コミュニティ事業を実施している。
（次年度の運用開始を２自治会が検討中）
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●萩の台住宅地自治会

・ごみ出し×交流（こみすて）

●北小平尾自治会

・畑×交流
●ローレルコート萩の台自治会

・にぎわい×交流

●さつき台南自治会

・図書室×交流

●西菜畑自治会

・ごみ出し×交流（こみすて）

●ひかりが丘自治会

・ごみ出し×交流（こみすて）

●鹿ノ台北１～3丁目自治会

・サロン×交流

●白庭台自治会

・子育て×交流

■多様なモデルが進行中

・それぞれの自治会で実施する複合型コミュニティは多様な
モデルで実施されている
こみすてモデル → ごみ出し×交流
市民サークルモデル → にぎわい×交流、サロン×交流
地域農園モデル → 畑×交流
子育て支援モデル → 子育て×交流

等

■歩いていけるまちのえきが増えると

・当市には128の自治会がある。仮に、全自治会の8割に「まちのえ
き」が設置された場合、自宅から歩いて10分以内に「まちのえき」の
ある市民の割合は約8割に及ぶ見込み。

●獅子ヶ丘自治会

・カフェ×交流

●生駒台自治会

・買物×交流

●東菜畑1丁目自治会

・カフェ×交流

●小瀬町自治会

・カフェ×交流





「こみすて」について（令和元年度～）

■「こみすて」とは？

「ごみ捨て」と「コミュニティステーション」を掛け合わせ
た意味を持ち、日常に欠かせない「ごみ捨て」を通じた地域
交流が生まれる場所となることを目指している

✓ コミュニケーションを発生させる自然な仕組み

・ごみ捨ては全年齢誰しもが行う、日常生活に必須の動作であること
・ごみ捨て場は自宅“外”にあり、必ず外出が伴うこと

■POINT

ごみ捨て場がコミュニケーションの場に
（イメージ※）

※…地域コミュニティ推進課作成

■経緯

・令和元年度、㈱アミタの提案
・生駒市萩の台住宅地自治会、光陽台自治会で実証を開始
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CASE
１ 萩の台住宅地自治会 (令和2年度～）

モデル

拠点

ゴミ出し×交流

自治会館・緑道及び公園

主体 自治会

概要 毎日排出される生ごみを肥料化できる装置を中心
に、カフェ機能などを複合化し、ごみ出しのつ
いでにカフェで交流するきっかけづくりを実施。

工夫 近隣の公園で別団体が毎月定期的に実施するイベ
ントと協力して同時開催。

同時に開催することで、今まで自治会活動に消極

的だった若い世代や子供たちとも交流を進めて
いる。

こみすて

同時開催イベント「公園にいこーえん」
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CASE
２ 西菜畑町自治会 (令和2年度～）

モデル

拠点

ゴミ出し×交流

自治会館及び公園

主体 自治会

概要 常設型の資源ごみ回収ステーションを中心に、

イベントとして地域の子どもたちとこみすて
看板づくりや、お菓子作りが得意な自治会役員に

よるお菓子作りイベントを開催。

健康体操、サロン（土・日曜日）を定期開催し、

ごみ出しと複合化した取組みとなっている。

工夫 地域特性を考え、畑を活用した「具沢山の味噌汁
づくり」を計画中。

資源ゴミ回収ステーション

地域の子どもたちと看板づくり
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CASE
３ ひかりが丘自治会 (令和2年度～）

モデル

拠点

ゴミ出し×交流

自治会館・緑道及び公園

主体 自治会

概要 多種多様な資源ごみを回収する場を中心に、

子ども向け漫画図書室や不用品交換コーナー
を併設。

多世代を呼び込むために健康教室や子ども向けに

駄菓子屋を同時開催している。

多種多様な資源ごみを回収する場を中心に、

子ども向け漫画図書室や不用品交換コーナー
を併設。

多世代を呼び込むために健康教室や子ども向けに

駄菓子屋を同時開催している。

工夫 回収した資源ごみは事業者に回収と売却を依
頼し、売却益を運営費に充ている。

参加する住民のスキルを活かし、新しい企画も

開始。

集会所横のひかりが丘第二児童公園

子ども向け駄菓子屋開催の様子
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特定の場所 定期的 多様な参加者

まちのえきのポイント

・活動場所を特定する。
・活動への入り口を固定する
→どこでやっているか、常に
わかる状態に。

・活動を定期的なものに。
→定期的な開催により、運営
と参加の希少性を高める。

情報と愛着の浸透も。

・多様な世代の参画を。
→運営側にも参加者側にも多
世代が関わることで、多世代
間交流の場へ。



特定の場所 定期的 多様な参加者

展開の参考に

・活動場所を特定する。
・活動への入り口を固定する
→回収場所の設定

・活動を定期的なものに。

→回収タイミングの設定

・多様な世代の参画を。

→啓発・周知の設定



プラスチックの再商品化セミナー

市から自治会へ提供できる事業を担当課から説明



生駒市シティプロモーションサイト
「goodcycle ikoma」

▲

萩の台住宅地自治会、ひかりが丘自治会の取組み等を掲載しています。




